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Ⅰ．はじめに

　幼児期は，人格形成の基礎を培う重要な時期と考えら
れている。親や教師は，時代ごとの社会等の考え方に影
響を受けながら，子どもにとって必要な教育，指導，適
切な環境など検討，実践していく。
　近年，学校や社会では「叱る」より「ほめる」ことが
重視されるようになっている。「ほめ」の心理的機能には，
①自尊心形成機能，②アイデンティティ確認機能，③ほ
めた相手との関係調整機能など（仁平，2016）が挙げら
れ，これらは人間が生涯に渡って必要な機能と言える。
また，幼児期のほめについて桜井（2012）は，幼児期に

は子どもが成し遂げたことを十分ほめることが大切だと
し，青木（2005）は，言語的報酬は子どもの動機づけを
高め，「自尊感情」に対しても肯定的な影響を及ぼすこと
を示している。この「自尊感情」は，「自己肯定感」と並
び多く使われる語であるが，文献によって定義は様々で
あり，「自己効力感」「自尊心」「自己評価」なども，自尊
感情に近い意味で使用されている（田島・奥住，2012）。
　「自尊感情」「自己肯定感」を高める研究を行ってきた
東京都教育委員会は，自尊感情を「自分のできることで
きないことなど，すべての要素を包括した意味での『自
分』を他者の関わり合いを通してかけがえのない存在，
価値ある存在として捉える気持ち」，自己肯定感は「自分
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に対する評価を行う際に，自分自身の良さを肯定的に認
める感情」（東京都教職員研修センター，2011）と定義し
ている。
　自己肯定感を測定する心理尺度は多数存在するが，幼
児を対象としたものは極めて少なく，これは幼児の心理
を測定する難しさによるものと考えられる。前田・上田
（1996）によれば，親や教師による評価法では評価者の
不正確さや偏見によって歪みを生じやすく，行動観察法
では訓練を受けた観察者が必要で，時間がかかり過ぎる
などの問題があるとしている。そうなると，子ども自身
の自己報告による直接測定が最善の方法のようだが，梶
原（1996）によれば，幼児期はPiagetの言う前操作期段
階であって，認知機能に限界があり，能力や努力，理想
と現実などの両面的な関係を同時に理解することができ
ないとしている。さらに，前田・上田（1996）も，幼児
は言語発達の途上であり，幼児が自己概念を把握するこ
とが極めて難しいと述べている。幼児の自己意識を扱っ
た先行研究では，一般に幼児が自己を肯定的に捉える傾
向が強いとされ，これはこうした幼児の認知能力による
ものと考えられている（園田，2016）。しかし，Harter & 
Pike（1984）は，4歳でも自己評価が可能として，幼児
の有能感や社会的受容感を測定する尺度を開発した。こ
れは，能力がある，あるいは受容されている子が描かれ
ている絵と，そうでない子が描かれている絵，という対
比した2つの絵から，自分と似ていると思う一方を選択
し，さらにその絵の下にある「とても」「まあまあ」を意
味する大小2つの円のどちらかを選ぶという手法である。
また，Damon & Hart（1988）は，「自己定義」「自己評価」
「過去と未来の自己」「自己の関心」に関する数多くの具
体的な質問を投げかけることによって，幼児の自由な表
現から自己意識を測定している。
　近年，日本の若者の自尊感情や自己肯定感の低さが，
諸外国の若者と比較して極めて低いことが明らかになり
（内閣府，2014），この背景には，謙虚さを大切にする日
本の文化や国民性があると考えられている。しかし，不
登校，引きこもり，自殺といった若者の問題が深刻化し
ている現在，自尊感情や自己肯定感の低さを単に日本の
国民性の問題として片付けてはならない。平成29年に改
訂された学習指導要領では，自己肯定感をもつことだけ
でなく，他者を尊重すること，協働することの必要性も
示されている。他者を尊重することは自分がへりくだる
ことでなく，相手をほめ，認め，理解しようとする積極
的姿勢が大切であり，幼児期から互いに肯定的に捉える
心やスキルを育てることが必要だと思われる。
　本研究は，幼児がもつ自分自身や他児についての意識
に関する検討を行う。特に，幼児同士がほめ合える活動

を，幼児が親しみやすいゲーム活動として取り入れるこ
とで，幼児の意識や表現にどのような変化が見られるか，
自分や他者の肯定感は高まるのかどうかを明らかにする
ことを目的とした。

Ⅱ．方　法

１．研究参加児
　千葉県Ｉ市の私立幼稚園年長組の園児22名（男児15
名，女児7名；生活月齢68～ 77ヵ月）を対象とした。
園の管理職に文書と口頭で実施目的および内容について
説明したうえで承諾を受け，保護者には園を通して文書
で説明し，参加の同意を得た。
２．自己及び他者理解に関する質問項目
　質問項目は，Pictorial Scale of Perceived Competence and 
Social Acceptance for Young Children （Harter & Pike，1984）
およびDamon & Hart（1988）の自己理解インタビューを参
考に，自分自身と友だちについての質問を作成し（表1），
ほめ合う活動の前後で同じ質問を行い幼児の意識とその
変化をみた。友だちについての質問では，男児，女児1
人ずつを想定する対象として調査者がランダムに選んだ。

表１　質問項目

３． ほめ合う活動の前後における自己及び他者理解調査
の手続き

　はじめに，全員を対象に，一人ずつ面接質問を行った。
所要時間は約8分で，質問には表1の項目について言葉
で自由に回答してもらった。質問に対して5秒程度無言
あるいは「わからない」と答えた場合は，言葉を変えて
再度質問した。なるべく多くの回答を得るため，「他に
は？」と回答を促し，5秒程度無言になった場合「まだ
ありそう？」と確認してから次の質問に移るようにした。
　調査者は幼児に質問を行いながら筆記記録を行うとと
もに，ICレコーダーも用いて幼児の発言を録音し，正確
に書き起こした。
４．「ほめ合う活動」の内容および実施手続き
　クラスを実験群10名（男児6名，女児4名），統制群
12名（男児9名，女児3名）に分けた。実験群の幼児は，

1．～ちゃんは，どんなことが上手にできますか。
　①いくつでも教えてください。
　②（それぞれについて）どれくらい上手ですか。
2．お友だちについて教えてください。
　①～くん（男の子）はどんなお友だちですか。
　②～ちゃん（女の子）はどんなお友だちですか。
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保育に支障が少ないよう，早い時間に登園している幼児
を担任が選んだ。実験群にはほめ合う活動（「ほめほめ
じゃんけんゲーム」）を概ね2週間，合計 9日間に渡って
行った。
　活動初日に，幼児にほめられた経験を尋ね，ほめるこ
とについてのイメージを膨らませてから，馴染みのある
キャラクターを見せ，それに対してほめ言葉を伝える練
習を行った。
　続いて幼児にゲームの説明を行った。調査者が選んだ
ペアが他の幼児の前でジャンケンをし，勝った方が負け
た方に対し3つの部分をほめ，次に負けた方が勝った方
を同様に3つ褒めるというゲームであることを伝えた。
ペアは毎日異なる相手で，調査期間で総当たりになるよ
うにした。
　調査者はICレコーダーを用いて音声記録を録音し，録
音を書き起こした。
５．分析方法
　ほめ合う活動では，各日10名が 3つの点について相手
をほめたため，各日30の発言が得られた。幼児が友だち
のどのような部分についてほめているのかを検討するた
め，これらの発言を，佐久間ら（2000）の自己描出内容
分類カテゴリーである「身体的・外的属性」「行動」「人
格特性」の3つの上位カテゴリーに分類した。 
　ほめ合う活動の前後に行った自己および他者理解質問
では，幼児がそれぞれの質問について自由に回答したた
め，多種多様な発言や表現が見られ，発言の内容，言及
数，表現方法にも注目し，前後の回答の変化と，ほめ合
う活動との関連性を検討した。
　「上手にできること」は，幼児の発言から内容を抜き出
し，種類数を算出した。「鉄棒」という回答と，「（鉄棒の）
前回り」といった具体的な技などを示す回答があったが，
これらは別の回答とみなした。なお，両方を回答する幼
児はいなかった。
　「どんな友だちか」の質問の回答には，複雑でより多く
の情報が含まれていると思われたことから，佐久間らの11
の下位カテゴリーに分類を試みた。しかし，どこにも当て
はまらない回答が複数みられたため，柴田（2011）が佐久
間らのカテゴリーに付け加えた「人間特性」の下位カテゴ
リー「感情特性」，さらに滝吉ら（2009）による自己理解
領域分類の下位領域である「外的所属」「注意関心」を，
それぞれ「身体的・外的属性」と「行動」の下位カテゴ
リーとして加えた新たな枠組みを用いた（表 2）。
　友だちについての幼児の発言が，どの下位カテゴリー
に当てはまるか検討し，言及されていれば1点，なけれ
ば 0点というように得点化した。具体的な換算例を表 3
に示す。

６．調査期間
　2018年10月2日から11月1日の間の合計15日間で，
保育に支障の少ない日程を選んだ。調査の時間帯は，ほ
め合う活動を，幼児が登園して身支度を済ませた直後の
室内自由遊び時間内に行い，ほめ合う活動前後に行う個
別の質問調査については，基本的に午前と午後の室内自
由遊び時間，一部の幼児については昼食後，放課後に
行った。ほめ合う活動及び個別質問は，延長保育に使用
している馴染みのある部屋で行った。

Ⅲ．結　果

１．相手をほめる際の観点
　実験群の子どもたちが行ったほめあう活動において
「身体的・外的属性」「行動」「人格特性」それぞれのカ
テゴリーにおける全10名の1日当たりの平均発言数は，
「行動」22.44，「身体的・外的属性」5.78，「人格特性」

表３　 下位カテゴリー得点換算例（行動カテゴリーの場合）

具体的回答 下位カテゴリー
活
動
外
向
協
調
勤
勉
能
力
注
意

①縄跳びとブランコが得意 0 0 0 0 2 0

②ちゃんと座っていてえらい 0 0 0 1 0 0

③面白くてみんなを笑わせてくれる 0 0 1 0 0 0

④積み木で一緒にあそんでくれる 1 0 1 0 0 0

注．②の『えらい』は＜人格特性＞の「全般的評価語」に，
③の『面白い』は「外向性」 に同時に分類される。

表２　自己及び他者理解カテゴリー分類
上位

カテゴリー 下位カテゴリー 具体例

身
体
的
・

外
的
属
性

1．具体的特徴 顔，性別，身長
2．抽象的特徴 かっこいい，かわいい
3．外的所属 住所，バス線，グループ

行　

動

1．活動 鬼ごっこをする
2．外交的行動 よくしゃべる
3．協調的行動 遊んでくれる，仲直りする
4．勤勉的行動 約束を守る，
5．能力評価を含む行動 走るのが速い，絵が上手
6．注意関心 花が好き

人
格
特
性

1．外向性 明るい，面白い，楽しい
2．協調性 優しい，意地悪
3．勤勉性 真面目，不真面目
4．全般的評価語 良い人，悪い子，えらい
5．感情特性 笑う，怒る，泣く
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1.78であり，「行動」が最も多く，「身体的・外的属性」
「人格特性」と続いた。表 4にカテゴリー別回答内容を
示す。

　内容別で見ると，「走るのが速い」（「リレーが速い」
「かけっこが速い」を含む）が，全期間の発言の合計が
64と最も多く，次いで「かっこいい」25，「たたかいが上
手」23という結果となった。
　上位カテゴリーに分類した内容の発言数を日別でみた
ものを図1に示す。

図１　カテゴリー別合計発言数の変化

　3つのカテゴリーのうち「行動」についての発言数は

増加傾向にあり，「身体的・外的属性」は大きな変化は
見られず，「人格特性」は減少傾向にあった。
２．「ほめ合う活動」前後における自己および他者理解
（1）「上手にできること」についての自己意識
　幼児が｢上手にできること｣として回答した内容と合計
種類数を表 5に示す。
　内容は，学習に関する能力や運動能力に関するもの，
明らかに幼稚園で習得したと思われるものや，家庭での
手伝いなど様々で，1人しか回答していない内容が目立っ
ていた。
　ほめ合う活動の実施前には誰も回答していなかった
「ドッジボール」は，活動後には両群ともに回答した子
がいた。さらに，音楽に関する内容（指揮の練習，鍵盤
ハーモニカ，ピアノ）は活動前には両群ともに3名の幼
児が挙げていたが，実験後になると実験群の1名が挙げ
たのみであった。

（２）回答内容の多様さの比較
　回答の合計種類数は実験群，統制群ともに増加した。
ほめ合う活動前後の2時点での回答数の差を個人ごとに
求め，回答数の変化の大きさに対応する人数を群ごとに

表４　カテゴリー別回答内容

（　）は9日間を通した合計発言数
カテゴリー 各カテゴリーに該当すると判断された発言内容
身体的・
外的属性

かっこいい（25）   　
背が高い（7）  

かわいい（20） 
髪型（2）

行動

走るのが速い（64）　　
製作が上手（18）　　
食べるのが速い（11）
積み木が上手（9）　　 
鍵盤ハーモニカが上手（7）
ブロックが上手（4）
ごっこ遊びが上手（3）
上履きを履くのが上手（2）
指揮が上手（2）　　
椅子に座るのが上手（2）
トカゲを採るのが上手（1）
ブランコが上手（1）
中太鼓が上手（1）
トミカが上手（1）
うがいが上手（1）

たたかいが上手（23）
体操が上手（12）　　　
折り紙が上手（10）
 鉄棒が上手（7）
絵が上手（5）
ジャンケンが上手（4）
ドッジボールが上手（2）
ソーラン節が上手（2） 
おままごとが上手（2）
変な顔をするのが上手（2）
登り棒が上手（１）
泳ぐことが上手（1） 
プラレールが上手（1）　
ほめるのが上手（1）　　

人格
特性

面白い（8）
笑う（1）

優しい（7）

17

20
22 22 22

25
26

24 24

8
7 7 66

44 4
6

5
3

1 22 1
0

2
0

0

5

10

15

20

25

30

表５　「上手にできること」の回答内容

（　）は人数、表記が無いものは１
実験群（10） 統制群（12）

活動前 活動後 活動前 活動後

回
答
内
容

お絵描き
折り紙（3）
かけっこ,リレー（2）
鍵盤ハーモニカ
指揮の練習
洗濯物手伝い（2）
掃除機
玉入れ
たたかい
積み木（2）
鉄棒
登り棒
花の世話
ブランコ
本読み
ピアノ
料理
無回答（2）

歩くこと
お絵描き
折り紙（5）
かけっこ,リレー（2）
靴洗い
鍵盤ハーモニカ
しりとり
水泳
滑り台
高い所に登ること,
登り棒（3）
たたかい
積み木（3）
鉄棒（3）
ドッジボール（3）
ドミノ
縄跳び
爆弾ゲーム
畑仕事 ,花の世話
速く食べること
病院に行くこと
待つこと
料理
レンジャーごっこ

苺狩り
撃ち合い
鉛筆の持ち方
鬼ごっこ
折り紙
かけっこ,リレー（5）
カードゲーム
兄弟の世話
ケーキ作り
鍵盤ハーモニカ（2）
サッカー（3）
数字
たたかい
手伝い
鉄棒（3）
トカゲとり
長縄 ,縄跳び（2）
のり
はさみ
箸
バトン渡し（2）
ピアノ（2）
ブランコ
勉強
本読み
マリオカート
文字（2）
UFOキャッチャー

苺狩り
お絵描き
おもちゃ
折り紙
かけっこ,リレー（4）
木登り
兄弟にプレゼント
兄弟の世話
公園遊び
サッカー（3）
シーソー
自転車
将棋
水泳
滑り台
製作（2）
扇風機
掃除機
外遊び
体操
たたかい
逆上がり（2）
トカゲとり
ドッジボール（5）
縄跳び
跳び箱
塗り絵
バスケットボール
速く食べること
パンチング
ブランコ（2）
ブリッジ
部屋遊び
勉強
本読み
文字
野菜を残さない
料理
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表 6に示す。

　実験群は10名中7名（70％），統制群は12名中3名
（25％）に「上手にできること」として挙げた内容の増加
が見られた。また，実験群の増加はWilcoxon符号付順位
検定で，10％水準の有意傾向となり，「上手にできること」
の回答数は，実験群においてのみ増加傾向が見られた（z

＝1.66，p＝0.091）。
（３）「上手にできること」とほめられた内容の比較
　ほめ合う活動実施後の実験群の各幼児における「上手
にできること」の自分自身の回答と他児からほめられた
ことを比較したものを表 7に示す。

　実験群の幼児たちは9日間のほめ合う活動において，
一人につき11～ 16種類の内容について友だちからほめ
られていた。10名中7名には「上手にできること」
とほめられたことの共通する内容が見られたが，それら
は必ずしも各々が多くほめられた部分ではなかった。ま
た全員が，ほめられていない部分に関しても「上手にで
きること」として1人当たり1 ～ 3種類の内容を挙げて
いた。

（４）「どれくらい上手か」についての表現
　「どれくらい上手か」の質問には，「けっこう」「中ぐら
い」などの言葉による回答や，「100パーセント」「7段」
などと数字や単位で表すもの，「これぐらい」と手を使っ
た表現など，幼児は様々な方法で回答していた。また，
友だちや母親から評価されたことや，友だちを抜かした
エピソードを挙げる回答もみられた。
　幼児の前後の回答の表現方法には一貫性がないため
に，「どれくらい上手か」の程度の増減を検討することは
できなかった。しかし，「わからない」という回答した幼
児は，実験群では4名から0名に減少，統制群は1名か
ら2名に増加した。
３．友だちについての意識
　幼児の発言から，14の下位カテゴリーに該当する内容
を抽出し，内容数を算出したものを表 8に示す。

　ほめ合う活動後の回答で，最も言及数の多かったカテ
ゴリーは，実験群の「能力評価を含む行動」で，一人当
たりの言及内容数は，実験群が2.9，統制群は1.1で，統
制群の言及数やその他のカテゴリーの言及数と比較して，
極めて高かった。
　さらに，「どんな友だちか」の質問に，ほめ合う活動実
施前には，「上手」「得意」という表現を使用した幼児は
両群ともいなかったが，活動後には，実験群は10名中6
名，統制群は12名中3名に，これらの表現の使用が見ら
れた。

Ⅳ．考　察

　本研究の目的は，幼児同士がほめ合う活動を行うこと

表６　「上手にできること」の回答数別人数

活動後に減少
変化
なし

活動後に増加

回答数 -3
以下 -2 -1 +1 +2 +3

以上
実験群
（10） 1 0 1 1 0 4 3

統制群
（12） 1 0 3 5 0 2 1

表７　 実験群において「上手にできること」と自分自身が
挙げた内容と他児からほめられた内容の比較

幼
児

ほめら
れた内
容数

「上手にできること」とほめ
られたことが一致する内容
（　）はほめられた回数

ほめられていないが「上手
にできること」として挙げ
た内容

A 12 速く食べること（3）　
たたかい（1） ドッジボール

B 11 積み木（5）　折り紙（2） ドミノ　しりとり

C 11 速く走ること（9）　登り棒（1）
折り紙（1）　積み木（1） 鉄棒　水泳

D 12 折り紙（2） ドッジボール　縄跳び

E 12 積み木（1） 折り紙

F 16 速く走ること（5）　鉄棒（1）爆弾ゲーム　ドッジボール

G 13 楽器（1）　折り紙（1）
お絵かき（1） 待つこと　歩くこと　滑り台

H 15 なし ごっこ遊び　靴洗い

I 12 なし 病院に行くこと　畑仕事

J 13 なし 高い所に登ること　鉄棒

表８　 「友だちについて」の表現のカテゴリー分類と言
及内容数

実験群 統制群
上位 下位カテゴリー 前 後 前 後
身体的
・

外的属性

身体的特徴 1 3 2 1
抽象的特徴 8 8 1 2
外的所属 2 0 3 3

行動

活動 9 6 10 14
外向的行動 0 1 0 1
協調的行動 10 7 13 18
勤勉的行動 1 2 1 0

能力評価を含む行動 13 29 3 13
注意関心 7 7 14 13

人格
特性

外向性 0 1 1 0
協調性 4 3 4 3
勤勉性 0 0 0 0

全般的評価語 0 3 2 2
感情特性 4 4 0 0
合計数 59 68 54 70
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で，幼児の意識や表現にどのような変化が見られるか，
自分や他者の肯定感は高まるのかについて検討すること
であった。幼児同士がほめ合う活動は，幼児が親しみや
すいゲーム活動として取り入れた。
　幼児は，ほめ合う活動において「身体的・外的属性」
「行動」「人格特性」の3つの上位カテゴリーのうち，「行
動」について最も多くほめていた。友だちについて自由
に語る回答においても，「行動」についての言及が多かっ
た。つまり，幼児は友だちを評価する際に，友だちの行
動について想起しやすいと考えられる。
　また，「行動」は，他の2つのカテゴリーと比較し，ほ
め言葉にしやすいとも思われる。ほめ合う活動には「～
が上手」という表現が多用されていたが，活動の名前を
変えることにより，簡単にかつ相当数のほめ言葉を作る
ことができる。加えて「～が上手」「～が速い」といった
はじめから多く見られた表現が，ほめ方のパターンとし
て強化され，さらに増加していった，という見方もでき
る。一方で，「身体的・外的属性」や「人格特性」につ
いては，行動ほど種類を挙げることは難しいと考えられ
る。
　次に，「上手にできること」についての回答では，ほめ
合う活動後，実験群と統制群ともに，ドッジボールを挙
げる子が増加し，音楽に関する内容が減少していた。こ
れには，はじめの調査が行われたのが運動会直後で，そ
れまでは合奏練習が繰り返されていたという背景が関与
していたと考えられる。約一カ月後の再調査の際には，
ドッジボールが一斉活動や自由遊び時間に行われており，
幼児の有能感はその時期に幼児が頻繁に，あるいは熱心
に取り組む活動に影響を受けると考えられる。
　実験群の幼児が「上手にできること」として挙げた内
容数は，ほめ合う活動後に増加が見られている。その内
容は，他児からほめられたことと共通するものはあるも
のの，必ずしも多くほめられた内容ではなかった。また
実験群の全員が，ほめられていない部分についても回答
していた。このことから，幼児は，ほめられた内容その
ものではなく，一定期間に渡って友だちからほめられる
という経験自体に影響を受け，有能感を高めたと考えら
れる。
　「上手にできること」の回答には，一度しか行ったこと
がないものや，教師の評価では苦手な方に判断される内
容もみられた。また，「～からほめられた」という表現が
複数の子から得られたことから，回数や，習得度に依ら
ず，「できた」「ほめられた」という感動的な体験も，肯
定感を高める要因になると言えよう。
　幼児の「どれくらい上手か」についての質問では，前
後の調査で言葉の表現に一貫性がなく，「わからない」

と回答した実験群の幼児は減少したものの，この質問か
ら幼児の有能感の程度や増減を検討するには至らなかっ
た。自由回答には，先行研究で採用されたような円や絵
を選択させる手法では測れない，幼児の関心や，言葉の
表現力などが反映され，子どもの個性や育ちをみる上で
は役立つものと思われるが，言葉での表現を測定する尺
度の工夫が必要と思われる。
　「どんな友だちか」の回答には，「能力評価を含む行動」
のカテゴリーに分類される内容数に増加が見られたが，
これは幼児がほめ合う活動において，「～が上手」という
ように，友だちの「行動」について最も多くほめていた
ことが影響しているものと考えられる。実際，実験群の
幼児は，「どんな友だちか」の回答において，ほめ合う活
動後，「～が上手」「～が得意」という表現の使用が増え
ている。加えて，幼児は，ランダムに選ばれた男女1名
ずつの友だちについて回答しており，その友だちは活動
でほめ合った相手や，仲の良い友だちであるとは限らな
い。つまり，幼児はほめ合う活動によって，友だちの「行
動」をほめることに慣れ，相手に依らず肯定的な評価を
行うと考えられる。
　今回の研究では，幼児の「ほめ合う活動」が，自分自
身や友だちに対しての肯定的意識を高め得ることが確認
された。しかし，これは一時的な効果である可能性も排
除できない。また，今回の調査で見られた自分について
の肯定感は，行動における有能感であって，その他の部
分については検討していない。Damon & Hart（1988）は
自己定義，自己評価をみる質問を行ったが，「自分はどん
な子であるか」「自分の良いところはどんなところか」と
いった幼児の自己意識にも，ほめ合う活動が肯定感をも
たらすことが予想される。今後，これらの点について検
討を重ねて行く必要がある。
　友だちについては，「行動」の肯定的表現は増加した
が，それ以外のものについては目立った変化は見られな
かった。また，実験群の幼児で，友だちに対して否定的
な表現をした子は，「ほめ合う活動」の実施後も，依然否
定的な表現をしていた。金城・前原（1991）の研究にお
いても，幼児は一般に自己の能力を高く評価するが，否
定的評価をするものもおり，個人差があることを指摘し
ている。ほめの様々な効果を発揮することができる活動
の期間や回数，幼児の特性などについても検討していく
必要がある。また「ほめ合う活動」でほめることに慣れ
た幼児は，日常生活においても友だちを積極的にほめる
ようになるのか，友だち関係に変化はみられるのかなど，
今後長期的な視点でみていくことも重要である。
　ゲームで「ほめ合う活動」を行うことの良さは，遊び
という楽しさと気楽さである。実験群の幼児の中には，
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はじめは相手を面と向かってほめることに緊張が見られ，
ほめ言葉を3つ挙げるのにかなり時間がかかった子もい
たが，徐々に活動に慣れていった。そして，幼児たちが
活動中笑顔であったこと，「もっとやりたい」とこの活動
に意欲を示し，実験群の幼児たちが活動の場のセッティ
ングをすすんで行ってくれたことからも，この活動を幼
児たちが楽しんでいると思われた。ルールや活動の取り
入れ方などに変化を持たせることで，幼児の様子はまた
異なってくると予想される。幼児の自己肯定感や他者肯
定感を効果的に高めるため，「ほめ合う活動」をどのよう
に設定していくか，今後も検討の余地がある。
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